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人工バリア性能確認試験

物質移行試験

地上からの調査・地質環境モデル化
地上からのボーリング調査や
物理探査や露頭観察等によ
り地下の様子をモデル化

坑道を掘りながらの調査・技術開発
地質環境モデルの検証や坑道掘削
による周囲岩盤への影響を把握し、
そのための技術を整備

岩盤中の物質の移動に関する
情報を把握し、そのための技
術を整備

人工バリアを実際の地質環
境に埋設して性能を確認

埋め戻し材ブロック

埋め戻し材
（転圧締め固め）

模擬オーバーパック
(模擬OP)

緩衝材

コンクリートプラグ

試験坑道4

計測システム室



研究成果の公表、普及 08
・研究の成果、進展の概要を年度毎に報告書として公表
・研究成果をプレス発表 ・学会等の論文投稿、発表 ・報告会、説明会の開催
・施設見学会（地下施設 R7年度:899人、累計:約１万6千人）（ゆめ地創館 R7年度:7,172人、累計:約14万8千人）

一般向けの報告書

日本原子力学会

説明会

研究成果プレスリリース
電気新聞（2025.11.18）などに掲載

ホームページ
地下施設見学会

研究成果報告書
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